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Malignantrhabdoidtumor様 組織像を示 した

成人腎細胞癌の1例,特 にその治療法について
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   We report a case of sarcomatoid renal cell carcinoma in a 30-year-old woman. The pathological 
findings indicated renal cell carcinoma (solid sarcomatoid and pleomorphic type) similar to malig-
nant rhabdoid tumor of kidney (MRTK). We treated her with combination chemotherapy (vin-
cristine, adriamycin, cyclophosphamide and actinomycin D) and local irradiation after nephrecto-
my. The number of bone metastatic foci increased and brain metastasis occurred. However, 
irradiation was effective on each focus. She died 8 months after the operation caused by brain 
metastasis. We conclude that sarcomatoid renal cancer is highly malignant and chemotherapy-
resistant, but radiation may be partially effective.

(Acta Ural. Jpn. 37: 1699-1702, 1991)
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緒 言

われわれは,腎 芽腫の不全 型に分類 されてい る

malignantrhabdoidtumorofkidney(MRTK)

に酷似した腎癌が成人に発生 した1症 例を経験した.

この症例に対 して,手 術の後,腎 芽腫の治療法に準 じ

て放射線と化学療法の併用療法を試みたが,患 者は術

後8ヵ 月で脳転移のため死亡 した.こ の間の経験か

ら,こ の腫瘍が成人の腎芽腫 とい うより肉腫様腎癌で

あ り,治 療法が確立 されていないため個hの 症例の検

討が必要であると考えられたので,こ の症例について

報告し,あ わせて若干の考察を加える.

症 例

患者:30歳,女 性

主訴:左 側腹部の腫瘤,鈍 痛

現病歴:1988年12月,左 側腹部の腫瘤に気付いたが

放置 していた.1989年1月 になって同じ部位に鈍痛を

覚えたため,2月15日,当 院外科を受診した.DIP

お よびCT検 査で左腎に腫瘍が発見されたため,2

月25日,当 科に転科 した.

家族歴 ・既往歴=特 記すべきことなし

入院時現症 ・検査:左 側腹部に小児頭大の腫瘤を触

れた.表 面は平滑で可動性があった.38℃ 台の発熱

が見 られた.血 液所見で白血球が9,500と 増加,生 化
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学ではCRPが15.6と 高 く蛋白分画で α1一グロブリ

ンが4.6,α2一 グロブリンがlL6と 増加していたほかは

異常なかった.血 沈は1時 間値が92mmと 充進 して

いた.

放射線検査:F孟g.1に2月21日 のCTを 示す.左

腎に9×9×8cmの 充実性腫瘍が見 られた.2月25日

の腎動脈撮影では,腫 瘍血管新生や,造 影剤の貯留な

どが認められ,通 常の腎癌と考えられる所見であった

(Fig.2).2月28日 の骨シンチでは,右 鎖骨に取込が

見られ,腎 癌の骨転移 と診断 した.以 上の結 果から

stage1VBの 腎癌 であるが原 発巣 を取 り除く事 によ

って転移巣の進行が抑制されることもあると考えて,

3月10日,左 腎摘術を行なった.と ころが以後も骨転

移がつぎつぎに発生し,全 身的化学療法 も無効であっ

た.最 後には脳転移を生 じて,ll月13日 突然の呼吸停

Fig.1. CTscanofleftkidneyshowssolidmass

similartorenalcellcarcinoma.

Fig.2. Leftarteriographyshowstheappearance

oftypicalrenalcellcarcinoma.
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Fig.3.Microscopicstudyshows(a);"rhab-
doid"appearanceasseeninchildhood
sarcomatousrenaltumor,and(b);
typicalclearcelltypeofrenalcell
carcinomainthesametumor.(HE
stain,x200)

止により死亡 した.

手術所見:左 側胸腹部切開を用い,第9肋 骨切除に

て後腹膜腔に入 り,腎 茎部に達した.周 囲のリンパ節

は腫大 してお り,腎 頸部の剥離はやや困難であった.

その他の部分は比較的容易に剥離できた.腎 摘除後,

腫大した同側の副腎も摘出した.傍 大動脈 リンパ節を

郭清した.

病理所見 検体 は正常腎および腫 大した副腎を含

み,is.5×15x3cm,800gで あ った.腎 腫瘍は11×

7.5×6cmで,腎 上極のほぼ全体を占めていた.肉 眼

的には充実性,黄 灰白色の結節 が多数集合 した構造

で,一 部に出血,壊 死像が見られた.

組織学的には,腫 瘍細胞のほとんどは大型で円形か

ら卵円形,し ばしば紡錘形から不整形となる強い細胞

異型を示 した.核 は空胞状で明瞭な核小体が見られ,

著明な核分裂像を認めた.胞 体は豊富で,軽 度の好酸

性を示 した(Fig.3a),

以上の所見は横紋筋肉腫,あ るいは腎芽腫不全型の
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うち,い わ ゆ る腎横 紋 筋 肉腫 様 腫 瘍(MRTK)の 組

織籐 に類 似 す る もの で あ った.な お,免 疫 染 色 を 含 む

特殊 染 色 では,胞 体 内に 横 紋 は 証 明 さ れ な か った.

Vimentinお よびKeratinの 証 明 を 試 み た が,は っ

き りした結 果 が え られ なか っ た.腫 瘍 部 か らの 可 及的

多数 の 切片 検 索 に よ り,ご く限 られ た 部 分 に 腎癌 に特

徴的 な 比較 的 明 る い胞 体 の腫 瘍 細 胞 が 蜂 巣 状 に 配 列す

る所 見 を認 め た(Fig.3b).

病理 組 織 診 断 はrenalcellcarcinoma,solidsar-

comatoidtypeお よびpleomorphictypeで あ った.

リンパ節 へ の 転移 は,腎 門 部 で3/5P`め た が,傍 大

動脈 部 で は 見 られ な か った.

副腎 は3×2×1.5cmで,組 織 学 的 に は 副腎 皮 質 腺

腫 であ った.

化 学 療 法:上 記 病 理 診 断 の結 果 か ら,わ れ わ れ は 不

全型 とは い え腎 芽 腫 の 性 質 が あ る と考 え てNationaI

Wilms'TumorStudy(NWTS)の 指 針 に 従 って 治

療 に 行 うこ とに した.わ れ わ れ の もち い た の はstage

lVに 勧 め られ るregimenJ(Fig・4)で あ った ・ こ

れ はVCR,ADM,CPM,ACT-Dを 併 用 す る も の

であ る.自 験 例 で は,こ のregimenを 行 っ てい る間

に も骨 へ の転 移 は進 行 し続 け た た め,効 果 が な い と判

断 して,19週 で 中止 す る こ とに した.以 後 全 身 状 態 が

悪 化 した た め化 学 療 法 を 行 う機 会 が なか った.

放射 線 療 法:手 術 後 の腫 瘍 床 に 対 す る 照 射50Gy

に加 え て,病 的 骨 折 を 起 こ した右 鎖 骨 や 各 所 の骨 転 移

に30～45Gyの 照 射 を行 った.骨 折 部 に は 局所 的 な

治癒 が 見 られ,ま た す べ て の 部位 で著 明な 疹 痛 の 軽快

が え られ た.

考 察

Weeksら の 報 告1)に よれ ば,MRTKは 小 児 腎腫

瘍 の1.8%を 占め る とい う。 同 じ報 告 に よれ ば,MR-

TKはWilms腫 瘍 とは 異 な る新 生物 と考 え られ ,最

年 長 の症 例 は8歳 で あ る.Loweら は1990年 に成 人 の

MRTKを 報 告2)し てい るが,こ れ を以 てMRTK

が 成 人 に も見 られ る と考 え て よい のか ど うかは 不 明で

あ る.

自験 例 の よ うなMRTKに 酷 似 した外 観 を 示 す 腎

癌 に つ い て は,今 まで あ ま り多 くの報 告 が見 られ て い

ない.Farrowら の1968年 の 報告3)に よれ ば,2,100

例の 腎 癌 の うち 肉腫 様 の所 見 が見 られ た の が37例 あ り

そ の 中 で さ らにrhabdomyosarcomalこ 類 似 す る も

の は10例(0.4%)で あ った と い う.1983年,Tome-

raら が13例4),1987年,Roら が42例5)の 肉 腫様 所 見

のみ られ る腎 癌 を報 告 して い るが,こ の よ う な腫 瘍

は 腎 癌 の1～1.5%と 考 え られ る.こ れ らの うち で

MRTKに 類 似 した,あ る い は横 紋 筋 肉腫 様 といわ れ

る物 が どの程 度 を 占め るか は 記載 が ない 。

この よ うに成 人 の 肉腫 様 腎 癌 に 対 す る 位 置 付 け に

は,不 明 な 部分 が 多い.し か しRoら に よれ ば5),肉

腫 様 腎 癌 の うち腎 癌 が 優 位 の症 例 では 生存 期間 の中 央

値 が29ヵ 月 な のに 対 して 肉腫 様 変 化 が 優 位 の症 例 で は

6ヵ 月 以 下 で あ り,き わ め て悪 性 度 は 強 い.腎 癌 の 化

学 療法 もまだ 有 効 とは い え な いが6),肉 腫 様 の所 見 を

示 す場 合 は有 効 な 方 法 が ま った くな い とい っ て よい.

われ わ れ は 組 織 の 中 で お もな部 分 を 占 め て いたrhab-

dQidの 部 分 をWilms腫 瘍 の 不 全 型 と考 え て これ に 対

す る治 療7)を 考 え た,Goughの 報 告 に よれ ば8)stage
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Nのunfavorablehistologyの もの(MRTKを

含む)に 対しては,手 術 と3剤 の化学療法 と放射線

が勧められてい る.同 じ報告の中で,unfavorable

histologyの 全stageに 関する3年 生存率が61%と

いっているが病期が進んだ症例ではこの数字よりはる

かに低い事は予測される.

われわれがおこなった,NWTSに よるregimen)

は,こ の腫瘍には効果がなかった.肉 腫瘍という観点

にこだわらず,幅 広い化学療法の選択を試みるべきで

あったかと反省 している.イ ンターフ{ロ ンは腎癌に

はある程度の有効性が認められているが,こ のような

症例にも使用が検討されてもよいと思う,

-7i .放 射線は各所の骨転移にX線 上の改善と疹痛

の軽減をもたらしたほか,鎖 骨の病的骨折 も治癒がえ

られた.ま たわれわれは術後の腫瘍床に対 して予防照

射を行ったが,こ の部分には最後まで再発は見られな

かった.従 ってこのような腫瘍は放射線に感受性があ

り,積 極的な放射線治療が勧められると考えている。

われわれは腫瘍床に対 してのみ予防照射を行ったが,

これを全身に拡大して行 うという事も検討されるべき

かと考える.さ らに,不 全型WiIms腫 瘍 に全身温熱

療法を行った報告9)も あ り,今 後の可能性として期待

すべきであろう.

望

結 語

成人に見られた肉腫様腎癌の1例 を報告し考察を加

えた.

木論文の要 旨は1990年2月17日 の第1回 日本泌尿器科学会

神 奈川地方会 に発表 した.
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